
第１学期終業式に子どもたちに伝えたこと（一部抜粋） 

 

この１学期、ここにいる全員ががんばったことがあります。それは自分の「いのち」

を大きく育てたことです。「いのち」は、楽しかったり悲しかったり、うまくいったり

失敗したり、友達と仲良く遊んだりけんかしたり…いろいろな経験をすることで大きく

育ちます。だから、いろいろなことがあった７２日間の中で、みなさんの「いのち」は、 

しっかり成長しているのです。 

みなさんのもっている「いのち」はこの世にたった一つだけの宝物です。お気に入り

洋服や、夢中になっているゲームよりもずっとずっと大切な宝物です。だから、「いの

ち」を大事にしてください。 

危ない場所には近づかないこと、交通ルールを守り事故に遭わないようにすること、

具合が悪いときはちゃんとおうちの方や近くの大人に伝えることなど、自分のいのちを

守る行動をとってください。 

明日から、夏休みを迎えるみなさんに校長先生からのたった一つのお願いです。 

「いのちを大事にしてください」 

        夏休み、わくわくする時間をたくさん過ごして、 

みなさんのいのちをもっともっと輝かせてほしいです。 

  

 

 

 

 

「明日から、夏休み(*^｡^*)めちゃくちゃ、うれしい～～～～」 

今朝、校門に立つ私を見ると、スキップで話しかけてきた男の子がい

ました。子どもたちが、夏休みをどんなに楽しみにしていたことか…。

思わず、笑顔になった私です。 

 私たち教員にとって、子どもと会わない夏休みという期間は、普段

なかなか参加できない勉強会に参加したり、記録をまとめるなどの事務作業をしたり、

という時間です。と同時に、家族とゆったりと過ごすことができる貴重な期間でもあり

ます。私も、子育て中は、子どもとピザをつくったり、市営プールにいったり、ブロッ

ク遊びにつきあったりと我が子との夏休みを過ごしていました。でも、どんなにリラッ

クスした時間を過ごしていても、電話が鳴ると「学校？なにかあった？」と心臓の鼓動

が早くなる…これが、教員の夏休みでもあるのです。 

私たちの願いは、たった一つ。 

「いのちを大切に、元気に夏休みを楽しんでね」これだけなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

明日からの３４日間が、どの子どもにとってもいい夏休みとなることを心から願いな

がら、帰宅する子どもたちを見送ったのでした。 
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全校生を代表して、３人の子どもが「１学期の反省と夏休みのめあて」を発表して

くれました。とっても立派だったのでご紹介します。 

１年児童（漢字を使用して表記させていただきます） 

 

 １学期
がっき

を振り返って
ふ   かえ

、授業
じゅぎょう

が始まる
はじ

のでどんな勉強
べんきょう

をするのかドキドキしたけ

ど、国語
こくご

や生活科
せいかつか

が楽しく
たの

できました。 

 給食
きゅうしょく

は食べられない
た

野菜
やさい

がたくさんあって、カレーも食べられなかったけど、

食べられるようになって、給食を残す
のこ

ことが少なく
すく

なりました。お友達
ともだち

がたくさん

できて、のぼり棒
ぼう

で遊んだ
あそ

のが楽しかったです。 

 夏休み
なつやす

になっても、朝
あさ

早く
はや

起き
お

て、ご飯
はん

をちゃんと食べて、宿題
しゅくだい

をがんばろうと

思います
おも

。 

 

３年児童 

ぼくの１学期の反省は、あまり発表できなかったことです。先生が、 

「わかったら手をあげてください」とおっしゃっても、はずかしくて手

をあげられません。（みんなの）発表が終わると（自分が）発表してた

らどうだったんだろう。発表すればよかったなと後かいします。だから、

二学期は自信をもって、発表をがんばりたいです。 

夏休みのめあては、生活リズムをくずさず、毎日自主学習を２ページ

がんばること、そして、海に行くことです。 

 

５年児童 

 私が１学期がんばったことは、委員会活動です。環境委員会では、ゴミの重

さを量って決められた場所に運ぶ活動があります。朝早く登校して活動するの

ですが、早起きをがんばって、休むことなく活動できました。二学期は、プラ

ゴミを集める活動もがんばりたいです。 

 夏休みがんばりたいことは、ソフトテニスの練習です。夏休みに出場する大

会が５つあります。苦手なサーブとボレーをたくさん練習して、少しでも多く

勝つことができるようにがんばります。練習は大変な時もあるけれど、少しで

も上手になるようにチームのみんなと協力してがんばりたいです。初めて大会

に出場する子もいるので、しっかりとサポートしてあげたいです。 

保護者の皆様へ 

子どもたちは、ぐんぐんと大きくなっていきます。気がつくと、我が手の中から巣立ってい

ます。二度と戻ってこない今年の夏を、お子さんと一緒の時を思う存分楽しんでください。 

もし、お子さんと過ごす時間の中で、お子さんに関して不安に思うようなことがあったら、

いつでもご相談ください。学校に誰もいなくなってしまう８月８日から８月１８日の期間の緊

急連絡は、福島市教育委員会学校教育課にお願いいたします。 
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